
大型で極めて捕食性が強く、口に入る大きさであれば、ほとんどの動物が餌となる。日本のみならずアメリカ合衆国でも最大のカエルで、頭

 

胴長

 

183mmに達する。水生傾向が強く、後肢の水かきはよく発達する。幼生も大型で、全長

 

150mmになる。

 

貪欲な捕食者で、昆虫やザリガニ

 

の他、小型の哺乳類や鳥類、爬虫類、魚類までも捕食する。

 

※環境省ＨＰより

昨年の講座の様子

昨年の講座の様子

繁殖期を迎えるこの時期、池のオタマジャクシをみんな

 

で捕獲します。

特定外来生物であるウシガエルを捕獲することにより、

 

外来種と在来種の関係を学び、周辺地域の生態系保全につ

 

いて理解を深めます。

ウシガエル

下伊那漁協様との共催により、アユの稚魚を放流します。

 

同時にアユの性質を学んだり観察も行います。地域の清流

 

を象徴するアユについて学ぶことで、流域の生き物をはぐ

 

くむ自然の大切さについて理解を深めます。

別紙

天龍峡
ＩＣ

川の水位が高いため延期します
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